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2018年9月5日(水)

点 鐘 会長 宮間 文夫
唱 和 四つのテスト
ソ ン グ 奉仕の理想
会長挨拶 会長 宮間 文夫
幹事報告 幹事 大越 将司
プログラム

①奨学金授与式 ナディーシャさん

②誕生祝 加藤洋三会員・星野実会員

③皆出席表彰

5年 関谷清一会員

1年 堀本孝雄会員、宮間文夫会員

吉原久男会員

卓話 内山いつ様「伊能忠敬」前編

会員増強・維持拡大委員会
委員長 大塚 和良 会員

8月25 日（土曜日）会員増強セミナー
に参加してきました。講師の銚子ＲＣの
信太（しだ）さんより元気の出るお話を
聞かせていただき感動しました。

宮間 文夫 会長

皆さん、こんばんは。本日は夜間移動例会という事であり

ます。

先日、大塚会員と共に、会員増強・維持拡大セミナーに参

加して来ました。

当クラブは、楽しくなければロータリーではない！ という考

え方ですので、ロータリーに入って一緒に楽しみましょうとい

う、会員増強をしていきたいものです。

8月12日から、山口県で2歳の男の子が行方不明になり、3日ぶりに地元警察が100人以上の大

捜索をした結果ではなくて、大分県の尾畠春夫さん78歳が発見してくれました。尾畠さんは「今の自

分があるのは、周りの人のお陰、困っている人がいれば手を差し伸べるのは当り前の事です。」と年

金のみの生活で常にボランティアに行く事を生活の基本にしているそうです。本当に立派な方です。

ロータリアンの活動にも通ずる所があるように思えます。夜間移動例会ですので、私の挨拶はこれで

終わります。ありがとうございました。

2018年8月29日（水） 海の家 もちづき にて

例会日 8月29日 8月8日

会員数 31 31

出 席 20 19

欠 席 11 12

ＭＵ 0 3

免 除 2 2

出席率 64.52 77.42

第20巻 第 9号

http://www.oamirotary.com
E-mail rc@oamirotary.com

通巻第８６９

大網ロータリークラブ

■クラブ創立：2000年1月13日

■例会日：毎週水曜日（12：30～13：30）

■例会場：中部コミュニティセンター TEL0475-73-3337 FAX73-4360

■事務所：〒299-3251大網白里町大網450-6ユアサビル2階 TEL0475-70-0200

■会長：宮間 文夫 幹事：大越 将司

■広報・公共イメージ向上委員会 委員長 石田 英世 副委員長 小高 徹

Club Weekly Bulletin

Rotary International District 2790 Chiba

本日の例会

会 長 挨 拶

夜間移動例会



＜お 知 ら せ ＞

９月のロータリーレートをお知らせい

たします。

２０１８年９月のロータリーレート

１ドル＝１１２円

ロータリーレートは下記のページより

確認できるようになりました。ご参照く

ださい。

「My ROTARY 為替レートページ」

https://my.rotary.org/ja/exchange-r

ates

①９月 ５日（水）→ 通常例会

理事会 於大網ＲＣ事務所10：30

奨学金授与式 ナディーシャさん

誕生祝 加藤洋三会員・星野実会員

皆出席表彰

5年 関谷清一会員

1年 堀本孝雄会員、宮間文夫会員

吉原久男会員

卓話者 内山いつ様「伊能忠敬」前編

※例会終了後、情報研修会の打ち合せを

行いますので、管理運営委員会委員の方

は宜しくお願い致します。

＜委員名＞

斉藤（幸）会員、堀本会員、西岡会員

吉原会員、長谷川会員、四之宮会員

なお、委員以外の方で、ご協力頂ける方

もご参加をお願い致します。

②９月 １２日（水）→ 通常例会

卓話者 内山いつ様「伊能忠敬」後編

③９月 １９日（水）→ 情報研修会

（ホスト：大網ＲＣ）

会場 中部コミュニティセンター（2Ｆ

視聴覚室）

点鐘 14：00

参加対象 入会歴、年代に関係なく全会

員対象

※ 会場設営のお手伝が出来る方は、

12：00迄にお越し下さい。

④９月 ２６日（水）→ 通常例会

会員卓話 髙山ガバナー補佐

奨学生レポートとは、9月と2月に所定用紙によるレポートの提出です。

当クラブでお預かりしているナディーシャさんの9月提出レポートを掲載させて頂きます。

テーマ： 「これまでの奨学生の生活で得たものや、日本留学の成果などについて」

ロ－タリ－米山記念奨学生になってから1年４か月ほど経っていますが、この期間はあっという間のように

感じています。なぜならば、ロータリ奨学生になる前の私の生活よりその後は、とても充実した毎日を送っ

てきたからです。

奨学生生活で得たものが数え切れないほどあります。まず、学習面では、大学卒業するまでに必ず取得

したいと思った日本語の資格や英語の資格を思い通りに取得することができました。

現在大学４年生後期を迎えていますが、卒業するために必要な単位もすべて取得しています。

そして、大学卒業後の大きな目標でした日本での就職も志望通りに決まることができ、自分がとても成長し

てきたのではないかと感じています。

学習面以外でも私はたくさんのことを学び、数え切れないほどに貴重な経験を得ています。そして、何より

も、私にとって一番大切なのは人生宝物と思えるような出会いです。世話クラブに行くと私を温かく迎えて

くれるクラブの方々が私にとってもう一つの家族です。嬉しいときには一緒に喜んでくださり、辛いことがあ

れば、しっかりとアドバイスをし、見守って下さっています。

また、同じ留学生で異なる国籍の優秀な人たちとの交流も深めることができました。育ってきた環境も文化

も価値観も違う人達とでも、お互いの立場で考えると共通点が見つかり、信頼関係を築くことができたのは

私の大きな財産となりました。

最後に、私はこの恵まれた環境に感謝しながら、ずっとずっと一期一会を大切にしていきたいと心掛けて

います。そして、奨学生期間が終えた後も、ロ－タリ－米山活動を続けていき、いつの日か、お世話にな

った方々や日本へそして私の国スリランカへの恩を形にして返せるような人になりたいと思っています。

大網ＲＣ９月例会予

定


